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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体を挿入する挿入口を有する筐体と、
　前記筐体に内蔵された二次電池と、
　前記媒体を前記挿入口から前記筐体内部に搬送する搬送部と、
　前記搬送部により搬送された前記媒体を撮像する撮像部と、
　少なくとも前記搬送部および前記撮像部を制御する制御部と、
　前記撮像部による前記媒体の読み取りが行える状態であるか否かを検出する状態検出部
と、
　前記制御部をリセットするリセット部と、
　前記筐体の外周面に２以上設けられ、前記制御部に指示を与える操作部と、
　を備える画像読取装置であって、
　前記リセット部は、前記状態検出部により、前記媒体の読み取りが行える状態ではない
と判定される第１条件と、前記操作部が操作された第２条件とが満たされると前記制御部
をリセットし、
　前記第２条件は、前記操作部のうち、特定の２つの操作部が同時に操作されていること
を特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記挿入口の開閉を行う開閉部をさらに備え、
　前記状態検出部は、前記開閉部により前記挿入口が開かれているか否かを検出するもの
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であり、
　前記第１条件は、前記状態検出部により前記挿入口が閉じられていることである請求項
１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記特定の２つの操作部は、
　前記筐体の外周面のうち片手では届かない位置に設けられている請求項１または２に記
載の画像読取装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像読取装置は、紙などの媒体を撮像部まで搬送する搬送部に、ユーザーが自らの手に
より媒体を案内する手差し画像読取装置がある。従来の手差し画像読取装置は、携帯性を
考慮して、例えばパーソナルコンピュータなどの外部電源のみにより作動し、媒体の読み
取りを行っていた。
【０００３】
　ところで、電子機器の制御部がハングアップやフリーズした場合は、ユーザーが電子機
器をＯＦＦとするための操作部を操作しても、電子機器をＯＦＦとすることができない。
そこで、ユーザーは、他の方法で、電子機器を制御する制御部をリセットすることとなる
（特許文献１参照）。従来の手差し画像読取装置を制御する制御部がハングアップやフリ
ーズした場合は、外部電源と手差し画像読取装置とを接続する電源ケーブルを取り外すこ
とで、外部電源からの電力供給を強制的に遮断し、リセットすることとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－９２９９０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、外部電源を確保できない環境下においても、読取媒体の読み取りを行いたい
という要望がある。この要望に応じるために、手差し画像読取装置に二次電池を搭載する
ことが考えられる。二次電池を搭載した手差し画像読取装置では、外部電源からの電力供
給により二次電池を充電することができるとともに、外部電源からの電力供給がない場合
に二次電池からの電力供給により作動することができることとなる。手差し画像読取装置
の制御部がハングアップやフリーズした場合は、二次電池を手差し画像読取装置から取り
外すことで、外部電源からの電力供給を強制的に遮断し、制御部をリセットすることがで
きる。しかしながら、二次電池を手差し画像読取装置から取り外すことができない場合な
どを想定すると、ユーザーの手差し画像読取装置に対する何らかの操作により、手差し画
像読取装置の制御部をリセットすることが好ましい。この際に、単純な方法でリセットし
てしまうと、手差し画像読取装置の使用時においてもリセットされ、例えば、読取中のデ
ータが失われてしまうなどの問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、二次電池からの電力供給による画像読
取装置の異常状態時に、画像読取装置が使用されない状態で、ユーザーの意志により確実
に制御部をリセットすることができる画像読取装置を提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本実施形態に係る画像読取装置は、媒
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体を挿入する挿入口を有する筐体と、前記筐体に内蔵された二次電池と、前記媒体を前記
挿入口から前記筐体内部に搬送する搬送部と、前記搬送部により搬送された前記媒体を撮
像する撮像部と、少なくとも前記搬送部および前記撮像部を制御する制御部と、前記撮像
部による前記媒体の読み取りが行える状態であるか否かを検出する状態検出部と、前記制
御部をリセットするリセット部と、前記筐体の外周面に２以上設けられ、前記制御部に指
示を与える操作部と、を備える画像読取装置であって、前記リセット部は、前記状態検出
部により、前記媒体の読み取りが行える状態ではないと判定される第１条件と、前記操作
部が操作された第２条件とが満たされると前記制御部をリセットし、前記第２条件は、前
記操作部のうち、特定の２つの操作部が同時に操作されている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明にかかる画像読取装置は、二次電池からの電力供給による画像読取装置の異常状
態時に、画像読取装置が使用されない状態で、ユーザーの意志により確実に制御部をリセ
ットすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施形態に係る画像読取装置を示す正面斜視図である。
【図２】図２は、実施形態に係る画像読取装置を示す背面斜視図である。
【図３】図３は、実施形態に係る画像読取装置の使用状態を示す斜視図である。
【図４】図４は、実施形態に係る画像読取装置の上カバーを開いた状態を示す斜視図であ
る。
【図５】図５は、実施形態に係る画像読取装置のブロック図である。
【図６】図６は、実施形態に係る画像読取装置のリセット動作のフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明につき図面を参照しつつ詳細に説明する。なお、下記の実施形態により本
発明が限定されるものではない。また、下記の実施形態における構成要素には、当業者が
容易に想定できるもの或いは実質的に同一のものが含まれる。
【００１１】
　〔実施形態〕
　図１は、実施形態に係る画像読取装置を示す正面斜視図である。図２は、実施形態に係
る画像読取装置を示す背面斜視図である。図３は、実施形態に係る画像読取装置の使用状
態を示す斜視図である。図４は、上カバーを開いた状態を示す斜視図である。図５は、画
像読取装置のブロック図である。なお、図１～図４における画像読取装置１の幅方向はＸ
方向、幅方向と水平面で直交する奥行き方向はＹ方向、幅方向および奥行き方向と直交す
る鉛直方向はＺ方向と図示する。図５では、実施形態に係る画像読取装置が有する機能を
ブロックで示した機能ブロック図である。
【００１２】
　図１に示すように、実施形態にかかる画像読取装置１は、ユーザーが手で持ち運べるサ
イズの手差し画像読取装置であり、図３～図５に示すように、ユーザーが挿入口２ａから
媒体Ｐを筐体２内部に挿入し、挿入された媒体Ｐが搬送部４により撮像部５まで搬送され
、撮像部５により媒体Ｐの読み取りが行われ、制御部６により媒体Ｐに対応する画像デー
タが生成され、画像データを外部に出力するものである。ここで、媒体Ｐは、紙に限定さ
れるものではなく、搬送部４が搬送可能なものであればよく、例えば、ＩＣカードや磁気
カードなどであってもよい。
【００１３】
　図５に示すように、本実施形態に係る画像読取装置１は、筐体２と、バッテリ３と、搬
送部４と、撮像部５と、制御部６と、状態検出部としてのセット台開閉センサ７と、操作
部としてのスキャンボタン８およびＷＰＳボタン９と、リセット部１０と、を備える。本
実施形態に係る画像読取装置１は、さらに、媒体検出センサ１１と、上カバー開閉センサ
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１２と、Ｉ／Ｆ部１３と、Ｗｉ－Ｆｉ切替スイッチ１４とを備える。
【００１４】
　筐体２は、図３に示すように媒体Ｐを挿入する挿入口２ａと、図２に示すように撮像部
５により撮像された媒体Ｐを外部に排出する排出口２ｂとが形成されている。筐体２は、
幅方向に延在する四角柱状に形成されており、本体部２１と、上カバー２２と、セット台
２３と、案内カバー２４とを備える。筐体２の外周面には、図１および図２に示すように
スキャンボタン８、ＷＰＳボタン９、Ｉ／Ｆ部１３の後述する接続コネクタ１３ａ、Ｗｉ
－Ｆｉ切替スイッチ１４などが配置されている。
【００１５】
　本体部２１は、画像読取装置１の基部であり、バッテリ３、搬送部４の一部、制御部６
、セット台開閉センサ７、リセット部１０、媒体検出センサ１１、上カバー開閉センサ１
２、Ｉ／Ｆ部１３などが収容されている。
【００１６】
　上カバー２２は、図４に示すように、搬送部４の一部、撮像部５などが収容されている
。上カバー２２は、幅方向の両端部に形成された図示しない回転支点を基準に本体部２１
に対して開閉自在に支持されている。上カバー２２は、図３に示すように、閉じられた状
態で本体部２１と対向する。ここで、挿入口２ａ、排出口２ｂおよび媒体Ｐの搬送路は、
本体部２１と閉じられた状態の上カバー２２との間に形成される。また、図４に示すよう
に、上カバー２２が開かれた状態では、搬送部４、撮像部５などが露出する。つまり、上
カバー２２が開かれた状態では、本体部２１と上カバー２２とにより搬送路が形成されず
、搬送部４により媒体Ｐの搬送が行えない、すなわち撮像部５による媒体Ｐの読み取りが
行えない状態となる。なお、回転支点は、上カバー２２が閉じられた状態において、奥行
き方向における手前側、奥側のうち、奥側に形成されている。
【００１７】
　セット台２３は、開閉部であり、挿入口２ａの開閉を行うものである。セット台２３は
、幅方向の両端部に形成された図示しない回転支点を基準に本体部２１に対して開閉自在
に支持されている。セット台２３は、図３に示すように、開かれた状態で、挿入口２ａを
外部に露出させ、挿入口２ａが開かれる。また、セット台２３は、図１に示すように、閉
じられた状態で鉛直方向と平行となり、挿入口２ａを閉塞させ、挿入口２ａを閉じる。つ
まり、セット台２３が閉じられた状態では、媒体Ｐを筐体２内部（搬送路）に挿入できず
、搬送部４により媒体Ｐの搬送が行えない、すなわち撮像部５による媒体Ｐの読み取りが
行えない状態となる。なお、回転支点は、セット台２３が閉じられた状態において、鉛直
方向における上側、下側のうち、下側に形成されている。
【００１８】
　案内カバー２４は、排出口２ｂから排出される媒体Ｐの排出方向を切り替えるものであ
る。案内カバー２４は、幅方向の両端部に形成された図示しない回転支点を基準に本体部
２１に対して開閉自在に支持されている。案内カバー２４は、図２に示すように、閉じら
れた状態で排出口２ｂを奥行き方向に形成し、媒体Ｐを奥行き方向における奥側に排出、
すなわち媒体Ｐを直線状に排出する。案内カバー２４は、図３に示すように、開かれた状
態で排出口２ｂを鉛直方向に形成し、媒体Ｐを鉛直方向における上側に排出、すなわち媒
体Ｐを屈曲させて排出する。なお、回転支点は、案内カバー２４が閉じられた状態におい
て、奥行き方向における奥側で、かつ鉛直方向における下側に形成されている。
【００１９】
　バッテリ３は、二次電池であり、図１に示すように、筐体２に内蔵されている。本実施
形態におけるバッテリ３は、本体部２１に内蔵されており、図５に示すように、制御部６
と接続されている。バッテリ３は、制御部６から搬送部４や撮像部５などの画像読取装置
１の各構成要素に電力を供給する。バッテリ３は、制御部６により、充電・放電制御が行
われる。ここで、バッテリ３は、制御部６により、外部機器１００からの電力が画像読取
装置１に供給されている場合に充電モードに制御され、外部機器１００からの電力が画像
読取装置１に供給されていない場合に放電モード、すなわちバッテリ３からの電力により
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画像読取装置１を作動させる状態に制御される。
【００２０】
　搬送部４は、媒体Ｐを挿入口２ａから筐体２内部に搬送するものであり、撮像部５によ
り撮像された媒体Ｐを排出口２ｂから画像読取装置１の外部に排出するものである。本実
施形態における搬送部４は、図４に示すように、第１搬送ローラ対４１と、第２搬送ロー
ラ対４２と、図示しないモータと、図示しないモータ駆動回路とを備える。第１搬送ロー
ラ対４１は、幅方向に延在する１つの駆動ローラ４１ａと、上カバー２２が閉じた状態で
所定の押圧力で駆動ローラ４１ａに押圧されるとともに、幅方向に複数配置される従動ロ
ーラ４１ｂとを備え、駆動ローラ４１ａがモータに接続されている。第２搬送ローラ対４
２は、幅方向に延在する１つの駆動ローラ４２ａと、上カバー２２が閉じた状態で所定の
押圧力で駆動ローラ４２ａに押圧されるとともに、幅方向に複数配置される従動ローラ４
２ｂとを備え、駆動ローラ４２ａがモータに接続されている。搬送部４は、制御部６と接
続されており、制御部６によって制御されたモータ駆動回路によりモータが回転すると、
駆動ローラ４１ａ、４２ａが回転し、搬送部４が作動する。挿入口２ａからユーザーによ
り第１搬送ローラ対４１に挿入された媒体Ｐは、駆動ローラ４１ａの回転により、搬送方
向に搬送され、第２搬送ローラ対４２に挿入され、排出口２ｂから筐体２の外部に排出さ
れる。従って、撮像部５は、搬送部４により媒体Ｐが撮像部５に対して搬送方向に相対移
動している間に、主走査方向に走査を繰り返し行うことで、媒体Ｐを副走査方向に走査す
ることができる。これにより、撮像部５は、媒体Ｐを読み取る。搬送部４は、制御部６に
より、媒体Ｐの搬送タイミング、搬送速度などの搬送制御が行われる。なお、本実施形態
では、筐体２の本体部２１に駆動ローラ４１ａ，４２ａが配置され、上カバー２２に従動
ローラ４１ｂ，４２ｂが配置されているが、これに限定されるものではなく、本体部２１
に従動ローラ４１ｂ，４２ｂが配置され、上カバー２２に駆動ローラ４１ａ，４２ａが配
置されていてもよい。
【００２１】
　撮像部５は、搬送部４により搬送される媒体Ｐを撮像するものである。撮像部５は、媒
体Ｐを主走査方向（幅方向）に走査するものである。撮像部５は、搬送部４の第１搬送ロ
ーラ対４１と、第２搬送ローラ対４２との間に配置されている。実施形態における撮像部
５は、光を媒体Ｐに照射する図示しない光源、主走査方向に直線状に配列された図示しな
い複数の撮像素子、媒体Ｐで反射した光を撮像素子に入射させる図示しないレンズなどを
備える。撮像部５は、図５に示すように、制御部６と接続されており、レンズを介して入
射される光（媒体Ｐで反射した光源の光）に応じた出力値に基づいた出力信号を撮像素子
ごとに制御部６に出力する。撮像部５は、制御部６により光源の点灯制御、各撮像素子の
露光タイミング、露光時間などの撮像制御が行われる。
【００２２】
　制御部６は、図５に示すように、少なくとも搬送部４および撮像部５を制御するもので
ある。また、制御部６は、画像処理部としても機能し、撮像部５から出力された出力信号
に基づいて、媒体Ｐに対応する画像データを生成するものである。制御部６は、主走査方
向への１回の走査に対応するラインデータを生成し、複数のラインデータから画像データ
を生成する。また、制御部６は、生成された画像データの補正やクロッピング、制御部６
と接続されているＩ／Ｆ部１３を介して画像読取装置１が接続されている外部機器１００
への画像データの出力などを制御する。また、制御部６は、図示しない記憶部を備え、生
成された画像データを記憶することも可能である。本実施形態における制御部６は、リセ
ット部１０からのリセット信号によりリセットされる。ここで、制御部６のリセットとは
、強制的に再起動することである。制御部６は、リセットすることで、バッテリ３からの
電力供給が強制的に遮断されることとなる。制御部６のハード構成は、既知であり、ＲＡ
Ｍ、ＲＯＭ等のメモリ、ＣＰＵなどにより構成されている。
【００２３】
　セット台開閉センサ７は、セット台２３の開閉状態を検出するものである。本実施形態
におけるセット台開閉センサ７は、状態検出部であり、撮像部５による媒体Ｐの読み取り
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が行える状態であるか否か、すなわちセット台２３により挿入口２ａが開かれているか否
かを検出するものでる。セット台開閉センサ７は、制御部６およびリセット部１０に接続
されており、セット台２３の開閉状態に基づいたセット台開閉信号がそれぞれに出力され
る。セット台開閉センサ７は、図４に示すように、本体部２１に設けられ、セット台２３
が閉じられた状態となると、セット台２３により押圧されＯＮとなる機械式のセンサであ
る。また、セット台開閉センサ７は、画像読取装置１のＯＮ／ＯＦＦを検出するものでも
ある。つまり、セット台開閉センサ７は、セット台２３が閉じられている状態で、画像読
取装置１がＯＦＦの状態であると検出し、セット台２３が開かれている状態で、画像読取
装置１がＯＮの状態であると検出する。従って、制御部６には、セット台２３の開閉状態
に基づいたセット台開閉信号が装置ＯＮ／ＯＦＦ信号として入力される。なお、制御部６
は、装置ＯＮ／ＯＦＦ信号に基づいてセット台２３が閉じられた状態から開かれた状態と
なったことをセット台開閉センサ７が検出すると、画像読取装置１をＯＮとし、画像読取
装置１を媒体Ｐの読み取りが行える状態、いわゆるスタンバイ状態に停止状態から移行す
る。一方、制御部６は、装置ＯＮ／ＯＦＦ信号に基づいてセット台２３が開かれた状態か
ら閉じられた状態となったことをセット台開閉センサ７が検出すると、画像読取装置１を
ＯＦＦとし、画像読取装置１を媒体Ｐの読み取りが行えない状態、いわゆる停止状態にス
タンバイ状態から移行する。
【００２４】
　スキャンボタン８は、制御部６に指示を与える操作部であり、画像読取装置１による媒
体Ｐの読取開始を指示するものである。本実施形態におけるスキャンボタン８は、特定の
操作部の１つであり、図１に示すように、筐体２の外周面のうち、鉛直方向における上側
の面、すなわち上面で、幅方向の両端部のうち、一方の端部に設けられている。スキャン
ボタン８は、図５に示すように、制御部６およびリセット部１０に接続されており、スキ
ャンボタンＯＮ信号がそれぞれ出力される。スキャンボタン８は、ユーザーが操作するこ
とでスキャンボタンＯＮ信号を出力するものであれば、特に限定されるものではなく、例
えば、機械式押しボタン、静電容量型タッチボタン、光学式タッチボタンなどのいずれか
であればよい。
【００２５】
　ＷＰＳ（Wi-Fi　Protected　Setup）ボタン９は、制御部６に指示を与える操作部であ
り、画像読取装置１と外部機器１００との間で、無線通信の規格であるＷｉ－Ｆｉによる
接続を確立するための自動初期設定の開始を指示するものである。本実施形態におけるＷ
ＰＳボタン９は、特定の操作部の１つであり、図２に示すように、筐体２の外周面のうち
、奥行き方向における奥側の面、すなわち背面で、鉛直方向の下側で、かつ幅方向の中央
部に設けられている。ＷＰＳボタン９は、図５に示すように、制御部６およびリセット部
１０に接続されており、ＷＰＳボタンＯＮ信号がそれぞれ出力される。ＷＰＳボタン９は
、ユーザーが操作することでＷＰＳボタンＯＮ信号を出力するものであれば、特に限定さ
れるものではなく、例えば、機械式押しボタン、静電容量型タッチボタン、光学式タッチ
ボタンなどのいずれかであればよい。
【００２６】
　リセット部１０は、制御部６をリセットするものである。リセット部１０は、制御部６
と接続されており、状態検出部により、媒体Ｐの読み取りが行える状態ではないと判定さ
れる第１条件が満たされ、かつ操作部が操作された第２条件が満たされると、リセット信
号を制御部６に出力する。本実施形態における第１条件は、セット台開閉センサ７により
挿入口２ａが閉じられている、すなわちセット台２３が閉じられていることである。本実
施形態における第２条件は、特定の２つの操作部であるスキャンボタン８およびＷＰＳボ
タン９が同時に操作されていることである。本実施形態におけるリセット部１０は、セッ
ト台閉信号、スキャンボタンＯＮ信号およびＷＰＳボタンＯＮ信号が入力されると、制御
部６をリセットする。なお、リセット部１０のハード構成は、電子回路により構成されて
いる。
【００２７】
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　媒体検出センサ１１は、媒体Ｐの挿入口２ａに対する挿入状態を検出するものである。
媒体検出センサ１１は、図３に示すように、筐体２の内部のうち、挿入口２ａ近傍に配置
されている。媒体検出センサ１１は、幅方向の両端部に形成された図示しない回転支点を
基準に、筐体２の内部で搬送路を閉塞する閉塞位置と、搬送路を解放する解放位置との間
で、回転可能に支持されている。媒体検出センサ１１は、図示しない付勢部材により、外
力が作用していない状態で閉塞位置に位置するように付勢力が作用されている。媒体検出
センサ１１は、挿入口２ａに媒体Ｐが挿入されると、付勢力に対抗して、閉塞位置から解
放位置に移動する。これにより、媒体Ｐが画像読取装置１にセットされた状態となる。媒
体検出センサ１１は、図５に示すように、制御部６に接続されている。媒体検出センサ１
１は、媒体検出センサ１１が解放位置に位置することを図示しない検出部が検出し、検出
部から媒体セット信号が制御部６に出力される。
【００２８】
　上カバー開閉センサ１２は、上カバー２２の開閉状態を検出するものである。上カバー
開閉センサ１２は、制御部６に接続されており、上カバー２２の開閉状態に基づいた上カ
バー開閉信号が出力される。上カバー開閉センサ１２は、図４に示すように、本体部２１
に設けられ、上カバー２２が閉じられた状態となると、上カバー２２により押圧されＯＮ
となる機械式のセンサである。
【００２９】
　Ｉ／Ｆ部１３は、図５に示すように、画像読取装置１と外部機器１００との接続を行う
インターフェースである。本実施形態におけるＩ／Ｆ部１３は、ＵＳＢなどの有線により
外部機器１００と接続するための接続コネクタ１３ａと、Ｗｉ－Ｆｉによる無線により外
部機器１００と接続するための通信部１３ｂとを有している。Ｉ／Ｆ部１３は、制御部６
に接続されており、制御部６で生成された画像データを接続された外部機器１００に出力
したり、外部機器１００から、例えば画像読取装置１の設定データや、操作指示などが入
力されたりするものである。Ｉ／Ｆ部１３は、制御部６へのＷＰＳボタンＯＮ信号の入力
に基づいて、ＩＤと暗号キーの情報を含んだ初期設定信号を外部機器１００に出力する。
また、Ｉ／Ｆ部１３は、後述する制御部６への無線通信ＯＮ／ＯＦＦ信号に基づいて、外
部機器１００との無線通信の接続・遮断が行われる。
【００３０】
　Ｗｉ－Ｆｉ切替スイッチ１４は、制御部６に指示を与える操作部であり、画像読取装置
１と外部機器１００との間で、無線通信の接続と遮断とを指示するものである。本実施形
態におけるＷｉ－Ｆｉ切替スイッチ１４は、図２に示すように、筐体２の外周面のうち、
奥行き方向における奥側の面、すなわち背面で、鉛直方向の下側で、かつ幅方向の中央部
に設けられている。Ｗｉ－Ｆｉ切替スイッチ１４は、図５に示すように、制御部６に接続
されており、無線通信ＯＮ／ＯＦＦ信号が出力される。本実施形態におけるＷｉ－Ｆｉ切
替スイッチ１４は、スライド式のスイッチであるが、ユーザーが操作することで無線通信
ＯＮ／ＯＦＦ信号を出力するものであれば、特に限定されるものではなく、例えば、機械
式押しボタン、静電容量型タッチボタン、光学式タッチボタンなどのいずれかであっても
よい。
【００３１】
　次に、画像読取装置１による媒体Ｐの読取動作について説明する。ここでは、セット台
２３が開かれた状態で、画像読取装置１がＯＮとなり、スタンバイ状態であることを前提
に説明する。
【００３２】
　制御部６は、媒体検出センサ１１により媒体Ｐが挿入口２ａに挿入されたことが検出さ
れると、プレ引き込みを実行する。ここで、プレ引き込みとは、搬送部４を短時間（例え
ば、数秒程度）だけ作動させ、第１搬送ローラ対４１と接触していた媒体Ｐの先端（媒体
Ｐの搬送方向の端部）を駆動ローラ４１ａと従動ローラ４１ｂとの間に挿入し、媒体Ｐを
搬送部４により保持することである。
【００３３】
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　次に、制御部６は、スキャンボタン８により画像読取装置１による媒体Ｐの読取開始が
指示されると、媒体Ｐの読み取りを実行する。ここでは、制御部６は、光源の点灯制御、
複数の撮像素子の撮像制御、搬送部４の搬送制御などを行い、搬送部４により撮像部５ま
で媒体Ｐを搬送し、撮像部５が媒体Ｐで反射した光源からの光に基づいて媒体Ｐを撮像す
る媒体Ｐの読み取りを、少なくとも読み取りを実行している媒体Ｐの後端が搬送部４によ
り撮像部５まで搬送されるまで行う読み取り処理を実行する。次に、制御部６は、媒体Ｐ
に対応する画像データを生成し、Ｉ／Ｆ部１３を介して外部機器１００に出力する。
【００３４】
　次に、画像読取装置１のリセット動作について説明する。図６は、実施形態に係る画像
読取装置のリセット動作のフロー図である。リセット動作は、制御部６がハングアップや
フリーズした場合など、画像読取装置１の異常状態時に行われるものである。ここで、画
像読取装置１の異常状態時には、外部機器１００から制御部６に電力が供給されている場
合と、バッテリ３から制御部６に電力が供給されている場合とのいずれかである。
【００３５】
　まず、リセット部１０は、第１条件であるセット台２３が閉状態であること、第２条件
であるスキャンボタン８が操作されていることおよびＷＰＳボタン９が操作されているこ
との３つが達成されているか否かを判断する（ステップＳＴ１）。ここで、リセット部１
０は、ユーザーによる制御部６のリセット指示があるか否かを判断する。リセット部１０
は、この３つのうち１つでも達成されていない場合は、ユーザーによるリセットの要求が
あるとは判断しない。
【００３６】
　次に、リセット部１０は、上記３つが達成されていると判断する（ステップＳＴ１）と
、リセット信号を制御部６に出力する（ステップＳＴ２）。
【００３７】
　次に、制御部６は、入力されたリセット信号に基づいてリセットを行う（ステップＳＴ
３）。ここでは、制御部６は、リセットされることで、バッテリ３からの電力供給が強制
的に遮断される。制御部６は、リセットされた後は、セット台２３の開閉状態で、停止状
態かスタンバイ状態のいずれかとなる。
【００３８】
　以上のように、本実施形態に係る画像読取装置１は、制御部６がハングアップやフリー
ズした場合、特に、バッテリ３からの電力供給による画像読取装置１の異常状態時に、媒
体Ｐの読み取りが行える状態ではないと判定される第１条件と、第１条件とは異なりユー
ザーが積極的に行うものである操作部が操作された第２条件とを満たすことで、制御部６
のリセットが行われる。従って、画像読取装置１が画像読取装置１として使用されてない
状態であり、ユーザーがリセットを行うという意志があって、初めて制御部６のリセット
が行われる。これにより、確実に制御部６をリセットすることができる。また、画像読取
装置１として使用されてない状態で制御部６がリセットされるので、制御部６のリセット
によって搬送中の媒体Ｐが損傷するなどの不具合を回避することができ、画像読取装置１
として安全性を確保することができる。また、バッテリ３からの電力供給による画像読取
装置１の異常状態時に、制御部６のリセットを行うことができるので、バッテリ３の電力
消費を抑制することができる。
【００３９】
　また、第１条件がセット台２３の閉状態であることなので、制御部６のリセットを行え
る場合とは、挿入口２ａが閉じられることで、媒体Ｐを挿入口２ａに挿入することができ
ず、物理的に媒体Ｐの読み取りが行える状態ではないということのみならず、画像読取装
置１がＯＦＦとなり、機能的に媒体Ｐの読み取りが行える状態ではないことも含まれる。
つまり、本実施形態に係る画像読取装置１は、画像読取装置１の本来の使用時にはセット
台２３を開状態として画像読取装置１をＯＮしなければならないので、画像読取装置１の
本来の使用時にユーザーによるリセットの要求があることはなく、制御部６がリセットさ
れることはない。
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【００４０】
　なお、本実施形態におけるスキャンボタン８およびＷＰＳボタン９は、筐体２の外周面
のうち、ユーザーが片手では両方に届かない位置に設けられていることが好ましい。例え
ば、一般的なユーザーが片手の指を最も離れるように広げた場合に、最も遠い指同士、例
えば中指および親指のそれぞれの先端のうち、一方の先端をスキャンボタン８あるいはＷ
ＰＳボタン９のうち一方のボタンに位置させた際に、他方の先端が他方のボタンに届かな
いように、スキャンボタン８およびＷＰＳボタン９を筐体２の外周面に設ける。従って、
ユーザーは、後述する第２条件を満たすことを片手で行うことが困難であるため、両手で
行うこととなる。これにより、片手という両手と比較して簡単な方法で、制御部６がリセ
ットされてしまうことを抑制することができる。
【００４１】
　また、上記実施形態においては、状態検出部をセット台開閉センサ７としたが、撮像部
５による媒体Ｐの読み取りが行える状態であるかを検出できるものであればよいので、例
えば、上カバー開閉センサ１２であってもよい。この場合、第１条件は、上カバー開閉セ
ンサ１２により上カバー２２が開状態であると判定されることとなる。また、状態検出部
は、１つに限定されるものではなく、複数であってもよい。この場合は、第１条件は、例
えば、セット台開閉センサ７によりセット台２３の閉状態であると判定されること、かつ
媒体検出センサ１１により、媒体Ｐが挿入口２ａに挿入されていないこと、としてもよい
。また、第１条件は、例えば、セット台開閉センサ７によりセット台２３の閉状態である
と判定されること、かつ撮像部５により、媒体Ｐを撮像していないこと、としてもよい。
【００４２】
　また、上記実施形態においては、特定の操作部をスキャンボタン８およびＷＰＳボタン
９としたが、これに限定されるものではなく、いずれか一方をＷｉ－Ｆｉ切替スイッチ１
４としてもよい。また、筐体２の外周面に他の操作部が設けられている場合は、それらの
操作部を特定の操作部としてもよい。
【符号の説明】
【００４３】
　１　画像読取装置
　２　筐体
　２１　本体部
　２２　上カバー
　２３　セット台
　２４　案内カバー
　３　バッテリ
　４　搬送部
　５　撮像部
　６　制御部
　７　セット台開閉センサ
　８　スキャンボタン
　９　ＷＰＳボタン
　１０　リセット部
　１１　媒体検出センサ
　１２　上カバー開閉センサ
　１３　Ｉ／Ｆ部
　１４　Ｗｉ－Ｆｉ切替スイッチ
　１００　外部機器
　Ｐ　媒体
【要約】
【課題】二次電池からの電力供給による画像読取装置の異常状態時に、画像読取装置が使
用されない状態で、ユーザーの意志により確実に制御部をリセットすることができる画像



(10) JP 5758026 B1 2015.8.5

10

読取装置を提案すること。
【解決手段】筐体２に内蔵された二次電池であるバッテリ３と、媒体を搬送する搬送部４
と、媒体を撮像する撮像部５と、少なくとも搬送部４および撮像部５を制御する制御部６
と、撮像部５による媒体の読み取りが行える状態であるか否かを検出する状態検出部であ
るセット台開閉センサ７と、制御部６をリセットするリセット部１０と、筐体２の外周面
に設けられ、制御部６に指示を与える操作部であるスキャンボタン８およびＷＰＳボタン
９と、を備える画像読取装置１であって、リセット部１０は、セット台開閉センサ７によ
り、媒体の読み取りが行える状態ではないと判定される第１条件と、操作部が操作された
第２条件とが満たされると制御部６をリセットする。
【選択図】図５

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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